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第1章 問題の提起と目的 
 
1. 問題の提起 
1) 老年期における発達課題 
生涯発達の視点から，各年齢段階には発達課題が提示されており，老年期にも発達課題

は提示されている．Havighurst1)は，老年期の発達課題として，肉体的な力と健康の衰退

に適応すること，引退と収入の減少に適応すること，肉体的な生活を満足に送れるように

準備することとともに，配偶者の死に適応することを発達課題として挙げている． 
また，Newman ら 2)は，身体的な適応，社会的な適応のほかに，死に対する見方の発

達を挙げている．ここでいう死に対する見方を発達させるためには，自分自身の死を受け

入れる能力と同時に親しい親戚や友人の喪失を吸収しうる能力が必要となるとされてお

り，また，いかに死ぬかという新たな問題についても提示されている． 
さらに，Erikson ら 3)は，8 つの心理社会的発達段階を提言したが，晩年，第 9 の発達

課題として「死に向かって成長すること」を設定しようとしたとされている．この第 9 段

階の課題は，第 8 段階までとは異なり，その前の段階での課題達成が必要であるとは考え

られていない．反面，第 9 段階では以前に解決された危機ともう一度対峙することになる

とされている 3, 4)．このように，老年期を含めた生涯教育としての死への準備教育が必要

であるといえるであろう． 
老年期における死への準備教育の必要性が指摘されている一方で，その実証研究が行わ

れていないということは，高齢者への介入の困難さに起因していると考えられる．すなわ

ち，死に関するテーマに関心を持つ高齢者への教育は実施しやすいのに対し，関心を持た

ない高齢者への教育が実施しにくいためであると考えることができよう．そのため，死へ

の準備教育への参加が有効と考えられる高齢者と，その他の高齢者を分類する必要がある

と考えられる．そこで，本研究では，高齢者の分類に加えて，介入方法の選択肢を増やす

ために，死への準備だけではなく，老いに伴う変化への準備を促す介入方法の可能性につ

いて探ることとした． 
2) 死に対する態度 
本研究では，高齢者に対して死への準備教育を行う前段階として，死への準備教育によ

る介入を行う高齢者を分類するための測度として，「死に対する態度」がふさわしいと考

えた．なぜなら，死への準備状況を測度とする方法では，質問による介入効果が懸念され，

介入群だけではなく，対照群においても死への準備が促進される可能性があるためである．

一方で，死への準備教育は，最終的に対象者の主観的幸福感を高めることを目標として行

われると考えることもできる．そのため，主観的幸福感を死への準備教育の測度とする方

法も考えられる．しかしながら，主観的幸福感の高低による分類は可能であるものの，死

への準備教育の影響以外の要因の制御が困難であり，測度として使用することは困難であ

るといえる．  
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Gesser ら 15)の死に対する態度尺度は，死に対する不安・恐怖とともに多次元的に死の受

容を測定できるため，本研究の目的にかなうと考えられた．しかしながら，老年期におい

て死に対する態度を測定するためには，尺度をより簡便化する必要がある．  

3) 死への準備教育 

日本において死への準備教育に先駆的に取り組んできたデーケン 26-28)は，フランスの

「別れは小さな死」ということわざを紹介し，愛する人の死が，遺された人にとっても自

己の一部が失われるという小さな死のような体験となることを指摘している．そのため，

死別後のグリーフケアのみならず，ターミナルケアにおいて家族等の近親者に対し，死別

後の悲嘆を見越したケアの必要性を説いている．この「小さな死」については，平山 29)

も言及している．一生の間に経験する喪失体験や挫折体験について「小さな死」として，

幼児期から老年期まで発達段階別に示している．  

高齢者に対する死への準備教育には，これら「小さな死」へのネガティブな反応を緩和

するための事前準備を加える必要があると考えられる．そこで，本研究においては，老年

期において経験しうる喪失体験へのこころの準備および備えるための行動を合わせて「老

いへの準備行動」と定義した． 

4) 老いへの準備行動 

清水 36)は，21 世紀の超高齢社会に向けて個人がどのような準備活動をしておけば，幸

福な老年期を過ごすことができるかを検討することを目的として，長野県内の 60 歳以上

の老人大学学生に対し調査を行い，準備活動は子どもとの関係以外は直接幸福感に結びつ

くのではなく，不安が無い状態を経て幸福感に結びついていたことから，子どもとの良い

人間関係を築き，経済と健康の準備を将来の生活に対して不安が減少するところまで行っ

て，初めて幸福な老年期に結びついて行くと結論づけている． 

この結論から，老年期までには清水のいう「明るい老後」のための準備を進め，老年期

においては「暗い老後」のための準備も進める必要性が示唆される．すなわち，「暗い老

後」の引き金となりうる，老年期において経験する可能性のあるさまざまな変化への準備

について，自分自身の取り組みと重要な他者との話し合いという側面を探る必要性がある

と考えられる． 

 

2. 目的 
本研究では，老年期における死に対する態度を評価し，その評価に基づいて類型化を行

い，主観的幸福感および老いへの準備行動との関連を明らかにすることで，老年期におけ

る死に対する態度に介入するための方途を探ることを目的とした．なお，本研究の目的達

成のために，本研究を第 1 研究と第 2 研究に分け，第 1 研究では，既存データを用いて，

老年期における死に対する態度を評価するための尺度の短縮版を作成することとし，第 2

研究では，その短縮版の死に対する態度尺度を用いて，地域在住高齢者の死に対する態度

を類型化し，主観的幸福感および老いへの準備行動との関連を検討することとした． 
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第2章 第 1 研究 老年期における死に対する態度尺度短縮版の信頼性ならびに 
妥当性 

 

1. 問題および目的 
がん告知，延命医療や尊厳死，ターミナルケアや緩和ケアなど，死に臨む際の生き方や

死に方をめぐる問題に対する関心が高まっている 39-43)．終末期には心肺蘇生処置，人工呼

吸器装着，臓器提供に関する選択を通して，死に対する態度を問われる場面が増えてきて

いる． 

近年では，主観的健康感や生活満足度など高齢期の生活の質（quality of life）と死に対

する態度の関連性を取り上げる研究が行われてきている 44-46)．死に対する態度尺度を短縮

することで，調査時に他の変数を加えるゆとりができ，他の概念との関連も検証しやすく

なるといえる．さらに，少ない項目数で必要な情報を得ることによって，健康な高齢者だ

けではなく，より虚弱な高齢者も回答しやすくなることが期待でき，参加者の代表性もよ

り高まることが期待できる．そこで，第 1 研究では，老年期における死に対する態度を簡

便に測定できるよう，Gesser ら 15)が開発し，河合ら 16)が日本語版を作成した死に対する態

度尺度の短縮版を作成し，その信頼性ならびに妥当性を検討することを目的とした． 

 

2. 方法 
1) 対象 
第 1 研究では，東京都老人総合研究所の特別プロジェクト「中年からの老化予防総合的

長期追跡研究（TMIG-LISA）」47-50）心理班による調査から得られたデータを使用した．本

研究では，著者が TMIG-LISA 心理班研究者の許諾を得て，1993 年に実施した追跡調査で

得られたデータを分析に用いた．3,075 人が調査対象者であり，2,487 人より回収し（回収

率 80.9％），有効票は 2,482 であった．なお，本研究では，59 歳以下の者を除外し，60 歳

以上 77 歳以下の 1,546 人を最終的な分析対象とした．分析対象の内訳は，男性 655 人，

女性 891 人であり，平均年齢は 66.9（標準偏差＝4.68）歳であった．  

2) 測定尺度 

Gesser らが作成し，河合らが日本語版を作成した死に対する態度尺度オリジナル版は

21 項目であった．各項目は「そう思う」「ややそう思う」「どちらともいえない」「あまり

そう思わない」「そう思わない」の 5 件法で評価され，5～1 点を与えた． 

3) 関連する変数 

死に対する態度に関連する変数として，性別，年齢，婚姻状況，過去 1 年間の死別経験

の有無，主観的健康感，精神的健康を用いた．  
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3. 結果 
1) 死に対する態度尺度短縮版の信頼性 

死に対する態度尺度の構造を確認するため，最尤法による因子分析を行い，因子軸の回

転にはバリマックス回転を用いた．因子数は，Gesser ら，河合らの結果と同様であり，項

目ごとの因子負荷量も Gesser らとほぼ同様の 4 因子構造がみられた．死に対する態度尺

度の短縮版を構成するために，各項目がいずれかの因子に 0.40 以上の負荷量をもち，か

つ他の因子に 0.20 以上の負荷量をもたない項目を下位次元ごとに 3 項目ずつ選択し，4 次

元 12 項目からなる死に対する態度尺度短縮版を作成した．死に対する態度尺度短縮版の

信頼性を検討するため，内的一貫性の指標として Cronbach の α 係数を下位次元ごとに求

めた．その結果，死の恐怖が 0.60，積極的受容が 0.59，中立的受容が 0.52，回避的受容が

0.54 であった． 

2) 死に対する態度尺度オリジナル版と短縮版の等質性 

死に対する態度尺度短縮版がオリジナル版と等質性を保っているかを検討するため，下

位次元ごとに死に対する態度尺度オリジナル版と短縮版の相関係数を算出した．同一下位

次元間の Pearson の積率相関係数は，死の恐怖が 0.86，積極的受容が 0.94，中立的受容が

0.92，回避的受容が 0.82 であった． 

3) 死に対する態度と諸要因の関係 

4 つの下位次元得点の性差を検討した結果，死の恐怖，積極的受容，中立的受容の得点

は，女性の方が有意に高かった．年齢差を 2 群で検討した結果，積極的受容，中立的受容，

回避的受容の得点は，70 歳から 79 歳の群の方が高かった．配偶者と同居しているか否か

で 2 群に分けて検討した結果，死の恐怖，回避的受容の得点は，同居していない方が高か

った．過去 1 年間の死別経験の有無による違いを検討した結果，過去１年間に死別経験が

ある場合の方が死の恐怖の得点が有意に高かった．主観的健康感を独立変数として，一元

配置分散分析を行った結果，死の恐怖と回避的受容において有意差がみられた．精神的健

康について群間差を検討した結果，精神的健康が不良であるほど，死の恐怖と回避的受容

の得点が有意に高かった． 

4. 考察 
本研究にて作成した老年期における死に対する態度尺度短縮版は，オリジナル版と同様

の因子構造をしており，オリジナル版と比較して下位次元ごとの信頼性が十分に示され，

死に対する態度尺度オリジナル版の短縮版として使用可能であることが確認された．死に

対する態度尺度短縮版を用いることで，調査時の負担が小さくなり，今後は，健康な高齢

者だけではなく，より虚弱な高齢者も回答しやすくなり，回答者の偏りが小さくなること

が期待できる．より虚弱な高齢者に死に対する態度を尋ねられることで，これまで健康な

高齢者から得られていた死に対する態度との比較が可能となる．さらには，縦断研究によ

って生活機能の変化と死に対する態度の変化を平行して検討していくことが可能となる

と期待できよう． 
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第3章 第 2 研究 老年期における死に対する態度と老いへの準備行動との関連 
 

1. 問題および目的 
1) 問題 

本研究では，死に対する態度を形成する要因の一つとして，自立した生活を送る地域在

住高齢者が，この先，直面する可能性のある出来事への準備の程度を取り上げる．この準

備については，清水 36)による，子どもとの良い人間関係を築き，経済と健康の準備を将来

の生活に対して不安が減少するところまで行って初めて幸福な老年期に結びついて行く

という結論に加え，針金 54)が，尊厳死のイメージの一つとして他者との関係性を挙げてい

る通り，高齢者一人で完結する準備だけではなく，他者との関係性に関する準備も必要で

あると考えられる．そこで，第 2 研究においては，地域在住高齢者において，老年期に直

面する可能性のある出来事への準備の程度に加え，その出来事について重要な他者と話し

合っている程度について，死に対する態度の類型との関連を検証した． 

2) 目的 

第 2 研究では，第 1 研究で作成した死に対する態度尺度短縮版を用いて，地域在住高齢

者の死に対する態度を類型化し，まず，その特徴を明らかにする．次に，死に対する態度

の類型と主観的幸福感との関連から，死に対する態度の類型ごとの特徴と介入の必要性に

ついて検討する．そして，死に対する態度の類型と，死について考える頻度，老いへの準

備行動との関連を検討することで，高齢者個々人の死に対する態度に適した死への準備教

育や支援のあり方を検討することを目的とする． 

 

2. 方法 
1) 対象と手続き 

2009 年 1 月から 2 月，首都圏 A 県に在住する 60 歳以上の高齢者大学校在籍者男女 822

人を対象とし，講義時に調査票を配布した．自記式留置法にて事務局を介して 766 票を回

収した（回収率 93.2％）．なお，59 歳以下の者を除外し，60 歳以上で以下の測定尺度及び

関連する要因に欠損のない 602 人を最終的な分析対象とした．分析対象の内訳は，男性

299 人，女性 303 人であり，平均年齢は 66.5（標準偏差＝3.89）歳であった．表 10に分析

対象者の基本属性を示す．  

2) 測定尺度 

前章で開発した，老年期における死に対する態度尺度（DAP）短縮版（下位次元「死の

恐怖」「死の積極的受容」「死の中立的受容」「死の回避的受容」）を用いた． 

3) 関連する要因 

死に対する態度と関連する要因として，性，年齢，主観的経済状況，主観的健康感，主

観的幸福感（PGC モラール・スケール），死について考える頻度，老いへの準備行動の項

目を設定した． 
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3. 結果 
1) 老年期における死に対する態度の型 

死に対する態度における 4 つの下位次元(「死の恐怖」「死の積極的受容」「死の中立的

受容」「死の回避的受容」)得点を用いて，Ward 法による階層クラスタ分析を行った結果，

4 つの型に分類された．  

各型の特徴を明らかにするために，型を独立変数，分類に用いた死に対する態度の 4 つ

の下位次元得点を従属変数として，それぞれ一元配置の分散分析を行った．その結果，死

に対する態度の 4 つの下位次元得点（死の恐怖，死の積極的受容，死の中立的受容，死の

回避的受容）は，いずれも型間で有意な差がみとめられた．  

型ごとにみると，第 1 型では死の恐怖と積極的受容と中立的受容が低く，第 2 型では積

極的受容と回避的受容が高く，第 3 型では積極的受容と中立的受容が高く回避的受容が低

く，第 4 型では死の恐怖が高く積極的受容が低いという特徴が示された．死に対する態度

を分類したこれら 4 つの型の特徴から，第 1 型を「死に関心がない態度」，第 2 型を「死

に近づこうとする態度」，第 3 型を「死を受け入れる態度」，第 4 型を「死を恐れる態度」

とそれぞれ命名した． 

2) 老年期における死に対する態度の型と主観的幸福感との関連 

死に対する態度の各型について特徴を明らかにするために，型を独立変数，性，年齢，

PGC モラール・スケールの得点を従属変数として，それぞれ一元配置の分散分析を行っ

た．その結果，各型で性と年齢に有意差はなかった． PGC モラール・スケール得点は，

型間で有意な差がみとめられた． PGC モラール・スケールの得点を型ごとにみると，「死

に関心がない態度」と「死を受け入れる態度」で高く，「死に近づこうとする態度」と「死

を恐れる態度」で低かった． 

3) 老年期における死に対する態度と老いへの準備行動との関連 

「死に関心がない態度」は，死について考える頻度が高くなかった．一方，ひとり暮ら

しの準備をしている，終末期についての準備をしている，意思表示できない状態について

の準備をしている，葬儀について話し合っている，生きがいのための準備をしている，主

観的な健康度が高いという傾向にあった． 

「死に近づこうとする態度」は，4 つの型の中でもっとも死について考える頻度が高か

った．一方，老いに関する準備や話し合いはしていない傾向にあった． 

「死を受け入れる態度」は，死について考える頻度が高くなかった．一方，ひとり暮ら

しの準備をしている，終末期について話し合って準備もしている，意思表示できない状態

についての準備をしている，葬儀について話し合っている，生きがいのための準備をして

いる，主観的な健康度が高いという傾向にあった． 

「死を恐れる態度」は，死について考える頻度が高くなかった．また，老いに関する準

備や話し合いはしていない傾向にあった． 
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4. 考察 
1) 老年期における死に対する態度の型 

以上から，老年期における死に対する態度は 4 つに類型化が可能であり，型ごとに特徴

があることが明らかとなった． 4 つの型のうち，死を受容する態度は，「死に近づこうと

する態度」および「死を受け入れる態度」であり，一方，死を受容しない態度は，「死に

関心がない態度」および「死を恐れる態度」であることが示された．このことから，死を

受容する態度には 2 種類あることが示唆された．死の受容の観点からみると，全体の 7 割

が死を受容し，3 割が死を受容していないということが明らかとなった．死を受容してい

る高齢者に限定してみると，4 人に 3 人は「死に近づこうとする態度」であり，4 人に 1

人が「死を受け入れる態度」であることが示された． 

2) 老年期における死に対する態度の型と主観的幸福感 

死を受容する態度は，「死に近づこうとする態度」および「死を受け入れる態度」であ

った．「死に近づこうとする態度」は，主観的幸福感が低く生から逃れるために，死に近

づこうとする態度であり，この態度は，死を受容しているものの，生を受容しているとは

言い難い．次に，「死を受け入れる態度」は，死への恐怖を克服し，死を受容しながら，

主観的幸福感を高く保っている態度と推察される．主観的幸福感が高いことから，死を受

容するとともに，生も受容している態度であることが示唆される．  

他方，死を受容しない態度は，「死を恐れる態度」および「死に関心がない態度」であ

った．「死を恐れる態度」は，死を恐れている態度であり，この態度は，死への準備教育

の初期や近親者との死別，自分自身の身体機能や認知機能の変化によって，死を意識し始

め恐怖を感じている段階と考えられる．最後に，「死に関心がない態度」の高齢者の主観

的幸福感が高い理由として，2 つの可能性が考えられる．死を意識しないことで主観的幸

福感を高く保っていられる可能性と，死について意識する必要がないほど老年期に経験し

うる喪失体験と今のところ縁がないことで，主観的幸福感を高く保っている可能性である．  

3) 老年期における死に対する態度と老いへの準備行動 

老年期における死に対する態度の 4 つの型は，老いへの準備行動との関連においても型

ごとに異なっていた．老いへの準備行動は，死を受容しているか否かよりも，主観的幸福

感の高さと関連していると考えられた．しかしながら，老いへの準備行動について話し合

いの程度と自分自身の準備の程度を分けて検討すると，「死に関心がない態度」の高齢者

は，自分自身の準備の程度に対して話し合いの程度が「死を受け入れる態度」の高齢者よ

りも小さい．このことから，「死に関心がない態度」の高齢者の準備の程度が高い理由と

して，死への準備とは異なり，日常生活におけるさまざまな活動への積極性の現れと考え

ることができるであろう．一方，「死を受け入れる態度」の高齢者の話し合いの程度が高

い理由として，死を受容することで，死への準備の一環として，老いへの準備行動が促さ

れている可能性が考えられる． 
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第4章 総合的考察 
 

本研究の第 1 研究において，老年期における死に対する態度尺度短縮版を開発し，この

4 つの下位次元からなる短縮版の信頼性と妥当性を確認することができた．これにより，

高齢者の死に対する態度を 4 つの側面から比較的少ない項目で測定できるようになった． 

この死に対する態度尺度短縮版を用いることで，第 2 研究では老年期における死に対す

る態度を 4 つの側面から測定でき，その 4 つの得点に基づいて，死に対する態度を分類す

ることが可能となった．分類の結果，4 つの型が見いだされ，それぞれ，「死に近づこう

とする態度」「死を恐れる態度」「死を受け入れる態度」「死に関心がない態度」と命名さ

れた． 

4 つの型それぞれの特徴から，高齢者個々人の死に対する態度を把握するためには，各

得点のプロフィールを描くよりも，各得点の高低の組合せによる態度の型を捉えることが

有用であることが示唆された． 

これら死に対する態度の 4 つの型については，死を受容しているか否かという観点から，

さらに 2 つに分類し，主観的幸福感との関連を検討した．死の受容は，死への準備教育の

目標として掲げられるものである．しかし，死を受容していても，その受容が「死に近づ

こうとする態度」である可能性が明らかとなり，この態度の高齢者の主観的幸福感が低い

ことが確認された．本研究において，「死に近づこうとする態度」を持つがゆえに幸福感

が低いのか，幸福感が低いために「死に近づこうとする態度」を持つのかという因果関係

については検証できていない．しかしながら，これらの関連が示されたことにより，死へ

の準備を行う高齢者の主観的幸福感を確認する必要性が示唆されたといえるであろう．  

今後の課題として，より高齢な高齢者や地域在住高齢者や施設に入居する高齢者を対象

に研究を行う際には，生活機能との関連を検討していく必要がある．加えて，本研究で得

られた成果をもとに，高齢者に対して老いへの準備行動を促す介入を行い，死に対する態

度の形成・変容過程について，実証的に明らかにしていく必要があるといえるであろう． 

以上，本研究の結果から，老年期の死に対する態度は 4 つに分類できた．そのうち死を

受容する態度には，2 つの型があることが示され，「死を受け入れる態度」の他に「死に

近づこうとする態度」の存在が明らかとなった．このような態度の高齢者が，尊厳死を望

み，リビング・ウィルを書いたとして，この高齢者の周囲の人たちがすべきことは，その

意思を尊重することではなく，うつ状態を疑い専門家に相談することであると考えられる．

死を受け入れている高齢者において，もし死を生から回避するための手段として受容して

いる場合には，その高齢者の死は尊厳死とは呼べず，自死あるいは自殺と呼ばれうる死と

なると考えられる．このような，尊厳死を目指した自死を防ぐためには，終末期医療に関

する本人の意思だけではなく，並行して死に対する態度を多次元的に評価しておく必要が

あるといえ，さらには，周囲の大切な人との話し合いを通じて，死に対する態度を変容さ

せていくことが望まれる． 
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